








要約　滋賀県において、ウィルソン病のマススクリーニングを開始するにあたり、実施上

の問題点である「採血の可否」とマススクリーニングヘの関心につきアンケートによる調

査を行った。

マススクリーニングに関する認知度は極めて低く、十分な主旨説明と広報活動が必要と考

えられた。検査に当たっては、経済的・肉体的負担がないというような条件が求められる

傾向があったが、ウィルソン病に関する説明を行うことで積極的な検査への同意が得られ

た。今後は、費用対効果の面からも検討する必要があると考えられた。


